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最後に、もう一度「性と人格」のむすびつきと売買春の規制について考えてみよう。
第 2節では、Ｐ 4として挙げた尊厳をもった人という意味での人格と性との結びつきを認め、
人格を尊重するならば、ほぼ「性的自己決定権」としての性的自由の尊重が要求されることを
指摘した。さらに、セックスワークは性的自由の放棄であるとする見解は、「譲渡」の意味を
曖昧にとらえたために生じたものであることを指摘した。一方、第 7節ではＰ 1として挙げた
性と心理的なの安定性や統一性という意味での人格との結びつきは依然として重要であること
を指摘した。一方、Ｐ 2の「人となり」としての意味での「人格」と性のむすびつきは認めら
れるものの、それがＰ 3として人となりの「価値」として考えられた場合には問題が多いだろ
う。
さて、以上のような議論をふまえると、セックスワークを規制するべきだという議論は次の
どれかを根拠にしなければならないように思われる。
q 「よいセックス」をする義務、あるいは「悪いセックス」をしない義務的権利がわれわ
れにあると主張し、それを強制するための手段として社会的規制を用いる
w 現状の男性優位社会では、売買春に参加する人々は本来の意味での自己決定を行なって
いない――つまり、すべてなんらかの強制の結果であると主張する
e 本来的な自己決定権を行使している人々がいることを認めながら、強制と性暴力に満ち
た悲惨な性産業の現場で苦しめられている人々の救済など全体的な社会的効用のためにそ
うした自己決定権を否定する
r 売買春が心理的安定・統合性という意味での人格への影響という意味で心理的な危害を
与える蓋然性が高いということをなんらかの形で立証する
qは判断能力のある成人に適用された場合にはかなり強いパターナリズムとなる。また、
「よいセックス／悪いセックス」についての社会の道徳的見解を押しつけるリーガルモラリズ
ムに陥いる恐れもある。
wについて、自己決定と強制の線引きは数々の哲学的問題を含むが、少なくとも、実際の
セックスワーカーたちの少なからぬ数が「ワタシが決めた」（松沢、2000a、2003）と主張して
いるにもかかわらずそれは真の自己決定ではないとみなすのは傲慢であると私には思われる。
eの議論は悲惨な強制売春などが行なわれている現状の社会で実践的には重要である。もし
強制売春などの悲惨な状況に置かれている人の状況が、売買春の全面的な規制によってしか軽
減されないのであれば、この種の規制が正当化されることもありえるかもしれない。しかしこ
れについては、労働環境の整備や部分的な規制・管理によっては同様の効果はもたらすことが
16）中里見はFarley（2004）を典拠としてこの種の議論を展開していようとしているが、この種の調査には批
判も多い。Weitzer（2005）などを参照。
８　結論：性と人格ふたたび
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